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オーバードアR
取付説明書 ー 直昇電動タイプ ー�

D322

●施工工事にあたっては、安全に施工を行なってください。�
　・作業服および保護具（保護帽、安全帯、眼、手、足の保護具）を正しく使用してください。�
　・作業場所の整理整頓を行なうとともに、安全確保を行なってください。特に高所作業での安全確保、倒壊防止、照明による照度の確保など。�
　・器具、工具、保護具などの機能を確認し、使用してください。�
　・作業は、相互の作業と各作業工程を考慮して進めてください。免許、技能講習、特別教育が必要な作業は、有資格者が行なってください。�
　・作業者が相互に安全確認を行なってください。健康状態を十分に確認し、健康管理を実施してください。�
　・万が一、事故が発生した際には、直ちに手当を行ない、救助を第一に心がけてください。�
●ボルト,ネジは弊社純正品の規定本数を確実に締付け、固定してください。�
●取付説明書の順序通り組付けてください。製品の強度等、性能を低下させる場合が発生します。�
●アルミ製品が亜鉛、ステンレス以外の金属と接触する場合は、絶縁処理をしてください。�
●腐食のおそれのある接着剤や化学製品を使用する場合は、製品と接触しないようにするか、接触する部分を完全に養生してください。�
●製品の改造は絶対にしないでください。�
●施工終了後は、ボルト、ネジなどにゆるみがないか確認してください。�
●施工中についた汚れは取除き、誤ってキズをつけた場合は補修塗料で補修してください。�
●施工終了後は扉の開閉チェックを行い、不具合がないか確認してください。�

●製品の施工には、危険を伴う場合がありますので、必ず専門の工事業者による施工をお願いします。�
●正しく施工，組付けをするために、施工前に必ず取付説明書をお読みください。�
●製品の施工については、必ず取付説明書にしたがってください。�
●施工終了後、取付説明書は施主様にお渡しください。�
●梱包明細書で必要な部材、部品が揃っているか確認してください。�

●このたびは、東洋エクステリア製品をお買いあげいただきましてまことにありがとうございます。�
●この取付説明書に示した表示記号の内容は、製品を安全に正しく施工していただき、施主様等の危害や損害を未
然に防止するためのものです。�

　表示記号の内容を良く理解したうえで、本書の内容（指示）にしたがってください。�
●この取付説明書では、次のような記号を使用しています。�

●取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負うおそれのある内容を示しています。�

●取扱いを誤った場合に、使用者が中・軽傷を負うおそれのある内容、または物的損害の
おそれがある内容を示しています。�

●説明の内容で知っておくと便利なことを示しています。�

●取付手順で、特に注意して作業をしていただきたいことを示しています。�
●守っていただかないと組付けができない内容、または製品全体に後々不具合が発生する
おそれのある内容を示しています。�

●取付説明の内容全体（個々の説明枠）にかかる注意事項を示しています。�
●取付説明の内容に制限がある場合の条件を示しています。�

－1－�

＜施工の前に＞�

＜施工上のご注意＞�
注意�

注意�

警告�

注意�

※�

ポイント�

補 足 �

安全に関する記号� 記号の意味�

一般情報に関する記号�

安全のため、取付方法が変わっています。必ず確認してください。�
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■梱包明細書�
�柱セット�

略　　図�名　　称�

電動支柱（主柱）・標準用 ー 1ー 1 ー 

員　数�

1

電動支柱（主柱）・ハイルーフ用 1ー 1 ー 1ー 

電動支柱（サブ柱）・標準用 ー 1ー ー ー ー 

電動支柱（サブ柱）・ハイルーフ用 1ー ー ー ー ー 

手動支柱（サブ柱）・標準用 ー ー ー 1 ー 1

手動支柱（サブ柱）・ハイルーフ用 ー ー 1 ー 1ー 

上アーム（右）・標準用 ー 1ー 1 ー 1

上アーム（左）・標準用 ー 1ー 1 ー 1

ワイドオーバードア（1モーター）�ワイドオーバードア（2モーター）�W27・30型�

Hハイルーフ�Hハイルーフ� H標準�H標準�H標準�Hハイルーフ�

●基礎部の埋込み深さは製品ごとに決まっていますが、現場によっては（堅牢な地盤、軟弱な地盤など）基礎部のコンク

リートの量（体積）を十分考慮してください。�

●基礎施工寸法の柱埋込み位置は、性能や耐久性、安全上重要ですので必ずお守りください。�

●塩分を含む砂および塩素系のモルタル混和剤は使用しないでください。腐食の原因になります。�

●コンクリート（またはモルタル）には、急結剤を使用しないでください。使用すると腐食の原因になります。�

●モルタルやコンクリートの抽出液が、工事中に製品に付着しないように注意してください。抽出液は強アルカリ性で、

シミやムラなどの外観不良の原因になります。�

●製品の表面に付着したモルタルやコンクリートなどは、速やかに拭き取ってください。�

●AC100Vの電線の埋設工事, 配線作業に関しては、電気工事店の有資格者に依頼してください。�

●施工には、別途過電流保護付漏電ブレーカーおよび埋設用PF管（呼び径14）、電線ケーブル、アース棒が必要となりま

すので、用意してください。�

●電動用電線ケーブルは必ず過電流保護付漏電ブレーカーに接続してください。�

●電動支柱（主柱）には必ずアース（D種接地工事）をとってください。�

＜電気配線工事について＞�

＜基礎工事について＞�
注意�

注意�
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�つづき�

略　　図�名　　称�

下アーム・標準用 ー 2ー 2 ー 

員　数�

2

上アーム（右）・ハイルーフ用 1ー 1 ー 1ー 

上アーム（左）・ハイルーフ用 1ー 1 ー 1ー 

下アーム（右）・ハイルーフ用 1ー 1 ー 1ー 

下アーム（左）・ハイルーフ用 1ー 1 ー 1ー 

渡り配線 11ー ー ー ー 

扉取付金具（右） 111 1 11

扉取付金具（左） 111 1 11

リモコン送信器（小箱入） 221 2 21

リモコンアンテナ 111 1 11

フレキカバー 221 1 11

補助スプリングユニット取付ピン 222 2 22

ワイドオーバードア（1モーター）�ワイドオーバードア（2モーター）�W27・30型�

Hハイルーフ�Hハイルーフ� H標準�H標準�H標準�Hハイルーフ�

部
　
　
　
　
　
品
　
　
　
　
　
箱 

電動支柱キャップ 221 1 11

手動支柱キャップ ー ー 1 1 11
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�扉セット�
員　数�略　　図�名　　称�

※扉本体 

※扉本体には、扉取付金具裏板、扉取付ボルト（M8×15六角 
　ボルト）、接地ストッパーは仮組付けしています。 

1

アーム連結棒 1

�ソーラー電源セット�
員　数�略　　図�名　　称�

ソーラーパネル 1

バッテリー 1

取付説明書 1
取扱説明書 1
�大容量ソーラー電源セット�

員　数�略　　図�名　　称�

大容量ソーラーパネル 1

大容量バッテリー 1

取付説明書 1
取扱説明書 1

ー 
ー 

ー 
ー 

�ソーラーパネル取付部品セット（柱取付タイプ）�
員　数�略　　図�名　　称�

柱キャップ 1

�-� M4×8トラス（D＝8） 1
�ソーラーパネル取付部品セット（ポール建てタイプ）�

員　数�略　　図�名　　称�

ポール L＝2400 1

�大容量ソーラーパネル取付部品セット（ポール建てタイプ）�
員　数�略　　図�名　　称�

ポール L＝2400 1

大容量ソーラーパネル取付ブラケット 1

�つづき�

略　　図�名　　称�

員　数�

取付説明書 111 1 11

取扱説明書（ユーザーカード付） 111 1 11ー 
ロック穴用ブッシュ取付説明書 111 1 11ー 

ー 

ワイドオーバードア（1モーター）�ワイドオーバードア（2モーター）�W27・30型�

Hハイルーフ�Hハイルーフ� H標準�H標準�H標準�Hハイルーフ�

部
　
　
　
品
　
　
　
箱 

�-� M4×8トラス（D＝8） 2
アンカー棒 φ9×200 1

アンカー棒 φ9×200 1

�-� M6×12六角ボルト（SW＋PW） 6
�-	 M4×8トラス（D＝8） 4

連結棒固定バンド 11ー 1 1ー 

ロック穴ブッシュ 222 2 22

�-
 φ4×12トラスタッピンネジ3種 D＝8 14148 10 108
�-� φ4×10サラタッピンネジ3種 222 2 22

�-� M5六角袋ナット 222 2 22
�-	 M5平座金 222 2 22
�-� M6×16（＋）六角ボルト（PW＋SW） 323232 32 3232
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オプション��オプション�
略　　図�名　　称�

リモコン送信器 MDCー3 
〈KYZ73〉 

リモコンアンテナ延長ケーブルセット 
（ケーブル長3m）〈KYZ81〉 

外部押しボタンスイッチセット 
〈KUK51〉 

交換用バッテリー〈KAR22〉 

大容量交換用バッテリー〈KAR23〉 

トランス電源ユニット用スタンド 

ロング接地ストッパーセット 
（＋100mm）電動用〈KNF79〉 

�大容量ソーラーパネル取付部品（カーポート取付タイプ）�
員　数�略　　図�名　　称�

カーポート用取付ベース 1

�-� M6×12六角ボルトWセムス（SW＋PW） 4
�-� φ5×13ナベピアスネジ 8
�-� M4×8トラス（D＝8） 4

ケーブルクリップ 5

�ソーラー用電源ケーブルセット�
員　数�

KAR15 KAR16

8m 20m

略　　図�名　　称�

1
※ソーラー用電源ケーブル 
 （電線管付）8m

※ソーラー電源を使用する場合、必ず必要です。 

ー 

ー 
※ソーラー用電源ケーブル 
 （電線管付）20m 1

�トランス用電源ケーブルセット�
員　数�

KAR17 KAR18

10m 20m

略　　図�名　　称�

1
※トランス用電源ケーブル 
 （電線管付）8m

※トランス電源を使用する場合、必ず必要です。 

ー 

ー 
※トランス用電源ケーブル 
 （電線管付）20m

Y字端子 

1

2 2

�トランス電源ユニットセット�
員　数�

35W 60W
略　　図�名　　称�

1トランス電源ユニット 35Wタイプ ー 

ー トランス電源ユニット 60Wタイプ 1

1ー 取扱説明書 1

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
電
源
へ
 

ト
ラ
ン
ス
へ
 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
電
源
へ
 

ト
ラ
ン
ス
へ
 

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
へ
 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
電
源
へ
 

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
へ
 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
電
源
へ
 

押しボタンスイッチカバー 

	ソーラーパネル取付部品セット（カーポート取付タイプ）�
員　数�略　　図�名　　称�

カーポート用取付ベース 1

	-� φ5×13ナベピアスネジ 4
	-� M4×8トラス（D＝8） 2

ケーブルクリップ 5
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1-1　ソーラー・トランス仕様、AC100V仕様共通�

1. 各部の名称および基本寸法図�

●  本図は、Ｗ30型 Ｈ10扉本体とＨ標 
　準支柱を示します。 
●  本製品は､電動支柱側で駆動（シング 
　ルモータ）していますので開閉時､扉の 
　左右にズレが生じることがあります 
　が、動作,耐久性には影響はありません。 

接地ストッパー 

扉本体 

10
00
 〔
12
00
〕
 

90
40
0

柱外々寸法　2965 【2665】 
75 64

G.L.

【　】内寸法 W：27型 
〔　〕内寸法 Ｈ：12

図1-1　電動支柱詳細図�

電源スイッチカバー 
コントロールカバー 

リーを取付けます 
電動支柱内にバッテ 
ソーラー仕様の場合 
バッテリーパック 

モーターカバー 
ロックツマミ 

押しボタンスイッチカバー 

アンテナブラケット 

リモコンアンテナ 支柱キャップ 

PF埋設管 

フレキカバー 

道路側 
家　側 

(34) (45)支柱キャップ 外々寸法　2972【2672】 

有効開口幅 　2716 【2416】 

電動支柱（主柱） 手動支柱（サブ柱） 

アーム 

扉本体幅　2950 【2650】 50以上 50以上 

家
　
側 

道
路
側 

アーム連結棒 

H
標
準
　
10
80
 

H
ハ
イ
ル
ー
フ
　
12
30

（1）オーバードアR（W27・30型）�

補 足 �
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●  本図は、Ｗ51型 Ｈ10扉本体とＨ標�
　準支柱を示します。�
●  本図本製品は､電動支柱側で駆動(シ�
　ングルモータ)していますので開閉時､�
　扉の左右にズレが生じることがあり�
　ますが、動作,耐久性には影響はあり�
　ません。�

有効開口幅�サイズ�扉本体幅W

51165365535054型�

33型�
36型�
39型�
42型�
45型�

51型�
48型�

5050
4750
4450

5065
4765
4465

4816
4516
4216

3016
3316
3616
3916

3265
3565
3865
4165

柱外々寸法�
H標準�

1092

Hハイルーフ�
L

1243

1105 1256

3250
3550

27型�
30型�

2416
2716

2665
2965

2650
2950

3850
4150

道
路
側�

〔　〕内寸法 Ｈ：12

接地ストッパー�

扉本体�

40
0

10
00
 〔
12
00
〕
�

90

75

柱外々寸法　W+15

64

G.L.

家
　
側�

電動支柱（主柱）� 手動支柱（サブ柱）�

アーム�

アーム連結棒�

(34) (45)支柱キャップ 外々寸法　W+22

有効開口幅　W-234

50以上� 扉本体幅 W 50以上�

L

（2）ワイドオーバードアR（W33～54型）1モータ仕様�
　　オーバードアR プログコート1型（W27・30型）�

補 足 �
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1. つづき�

道
路
側 

●  本図は、Ｗ51型 Ｈ10扉本体とＨ標 
　準支柱を示します。 

G.L.

接地ストッパー 

扉本体 

40
0

10
00
 〔
12
00
〕
 

90

75

柱外々寸法　W+26

75

〔　〕内寸法 Ｈ：12

有効開口幅�サイズ�扉本体幅W

5716595060型 
5416565057型 
5116535054型 

33型 
36型 
39型 
42型 
45型 

51型 
48型 

5050
4750
4450

4816
4516
4216

3016
3316
3616
3916

柱外々寸法�

5976
5676
5376
5076
4776
4476

3276
3576
3876
4176

H標準�

1092

Hハイルーフ�
L

1243

3250
3550
3850
4150

家
　
側 

電動支柱（主柱） 手動支柱（サブ柱） 

アーム 

アーム連結棒 

(34)

50以上 

支柱キャップ 外々寸法　W+33

有効開口幅　W-234

(34)

50以上 扉本体幅 W

L

（3）ワイドオーバードアR（W33～60型）2モータ仕様�
　　オーバードアR プログコート1型（W27・30型）�

補 足 �

1105 125627型 
30型 

2416
2716

2676
2976

2650
2950



－9－� 
D322_200702I

ワイドオーバードアR(Ｗ33～60型)�
オーバードアR プログコート1型(W27・30型)�

�

※〔　〕内寸法は扉本体H12の場合・《　》内寸法はプログコート1型の場合�

オーバードアR(W27・30型)
H

W

標
　
　
　
　
　
　
　
準�

ハ
　
イ
　
ル
　
ー
　
フ�

扉はみ出し寸法※�

〔
12
00
〕
�

10
00 17
0

90

〔328〕�

128

40�
全開時�

38

92
0

1080

170
227

40
0

11
45

12
04

(21
6)

有
効
通
過
高
さ
 1
85
0

19
58

必
要
高
さ
 2
03
0 〔
21
20
〕
※
�

G.L.

40�
全開時�

(21
6)

〔328〕�

128

G.L.

扉はみ出し寸法※�

〔
12
00
〕
�

10
00 17
0

90

62

92
0

170
227

1092《1105》�

40
0

11
45

12
04

有
効
通
過
高
さ
 1
85
0

19
70
《
19
83
》
�

必
要
高
さ
 2
04
5 〔
21
35
〕《
20
58〔
21
48
〕》
※
�

40�
全開時�

(21
6)

G.L.

〔178〕�
23

扉はみ出し寸法※�

〔
12
00
〕
�

10
00 17
0

38

90

1230
227
170

40
0

12
95

13
54

有
効
通
過
高
さ
 2
15
0

22
58

必
要
高
さ
 2
33
0 〔
23
60
〕
※
�

10
70 40�

全開時�

(21
6)

G.L.

扉はみ出し寸法※�
23

〔178〕�

〔
12
00
〕
�

10
00 17
0

90

62

10
70

170
227

1243《1256》�

40
0

12
95

13
54

有
効
通
過
高
さ
 2
15
0

22
70
《
22
83
》
�

必
要
高
さ
 2
34
5 〔
23
65
〕《
23
58〔
23
78
〕》
※
�

（4）側面図�

※扉はみ出し寸法、必要高さ寸法は、扉垂直調整や施工精度などにより大きく変わります。扉の軌跡上に障害物がないこ
とを確認して施工してください。詳細寸法は「2-4 扉はみ出し寸法・必要高さ寸法について」を参照してください。�
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1. つづき�
※〔　〕内寸法は扉本体H12の場合・《　》内寸法はプログコート1型の場合�（4）つづき�

扉はみ出し寸法※�

〔
12
00
〕
�

10
00 17
0

90

〔328〕�

128

40�
全開時�

92
0

1092《1105》�
227

40
0

11
49

12
04

(21
6)

有
効
通
過
高
さ
 1
85
0

19
70
《
19
83
》
�

必
要
高
さ
 2
04
5 〔
21
35
〕《
20
58〔
21
48
〕》
※
�

G.L.

40�
全開時�

(21
6)

〔178〕�
23

G.L.

扉はみ出し寸法※�

〔
12
00
〕
�

10
00 17
0

90

62

10
70

227

1243《1256》�

40
0

12
99

13
54

有
効
通
過
高
さ
 2
15
0

22
70
《
22
83
》
�

必
要
高
さ
 2
34
5 〔
23
65
〕《
23
58〔
23
78
〕》
※
�

ワイドオーバードアR(Ｗ33～60型)2モータ仕様�
オーバードアR プログコート1型(W27・30型)�

�
H

W

標
　
　
　
　
　
　
　
準�

ハ
　
イ
　
ル
　
ー
　
フ�

※扉はみ出し寸法、必要高さ寸法は、扉垂直調整や施工精度などにより大きく変わります。扉の軌跡上に障害物がないこ
とを確認して施工してください。詳細寸法は「2-4 扉はみ出し寸法・必要高さ寸法について」を参照してください。�
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1-2　オーバードアR、ワイドオーバードアR

●  電動柱側はソーラーパネルが取付き�
　ますので、図1-2を確認のうえ、施工�
　してください。�

注意  

図1-2　柱取付タイプ納まり図�

139×375
ソーラーパネル�

80以上�

18
0以
上
�

図1-3　電動支柱詳細図�

電源スイッチカバー�
コントロールカバー�

リーを取付けます�
電動支柱内にバッテ�
ソーラー仕様の場合�
バッテリーパック�

モーターカバー�
ロックツマミ�

押しボタンスイッチカバー�

アンテナブラケット�

ソーラー用�
支柱キャップ�

PF埋設管�

フレキカバー�

道路側�
家　側�

ソーラーパネル139×375

リモコンアンテナ�

図1-4　パターンー1

139×375

25°
�

(163)(69)

ソーラー用柱キャップ�

バッテリーパック�

電動支柱�

ソーラーパネル�

道路側� 家　側�
図1-5　パターンー2

25
°
�

(69) (153)

道路側� 家　側�

図1-7　パターンー4

25
°
�

(60) (181)

道路側� 家　側�

図1-6　パターンー3

25°
�

(70) (181)

道路側� 家　側�

（1）ソーラー仕様 柱取付タイプ�

（2）柱取付タイプ納まり図�
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2-1　施工寸法図�

2. 基礎施工図�

●  柱の家側を一直線上にしてください。 
　(※１) 
●  ソーラー仕様柱取付タイプの場合、 
　電動支柱にソーラーパネルが取付き 
　ますので、5ページ｢柱取付けタイプ 
　納まり図｣を確認のうえ、施工して 
　ください。(※２) 
●  電動支柱側に電源用の配管が必要に 
　なります。ただし、ソーラー仕様柱 
　取付けタイプの場合は必要ありません。 
　(※3) 
●  埋設管はG.L.から60mm以上立ち上げ 
　てください。(※４)

（※２） 

(※３)

(※４)

（※１） 

(44以上)〔34以上〕 (34以上)

50以上 

64

柱外々寸法（支柱キャップ含まず） 

手動支柱〔電動支柱〕 

17
0

手動支柱 

35

2075

50以上 

L

3522
7

電動支柱 

埋設管 
立ち上げ位置 

(※３)

20 75

35

22
7

電動支柱 

(※４)埋設管 
立ち上げ位置 

電動支柱 

家
　
側 

道
路
側 

Ｈハイルーフ�Ｈ標準�
L

オーバードア�

プログコート1型�
1モーター�

プログコート1型�
2モーター�

サイズ�

ワイドオーバードア�
1モーター�

ワイドオーバードア�
2モーター�

柱外々寸法�

1092 1243

12431092

1092

1092
1092

1092
1092

1243

1243
1243

1243
1243

1080

1092

1080
1230

1243

12302965

3265

2665

3865
4165

4765
5065

4465

5365

3565

3276

3876
4176

4776
5076

4476

5676
5976

5376

3576

30型 

33型 

1105 1256266527型 
1105 1256296530型 
1105 1256267627型 
1105 1256297630型 

27型 

39型 
42型 

48型 
51型 

45型 

1092 1243
1092 1243
1092 1243
1092 1243
1092 1243
1092 1243
1092 1243
1092 1243
1092 1243
1092 1243

54型 

36型 

33型 

39型 
42型 

48型 
51型 

45型 

57型 
60型 

54型 

36型 

ポイント�
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2-2　施工寸法図�

2-3　施工時の注意�

支柱 支柱 

A

電動支柱 手動支柱 

G.L.

25
0

B

●  基礎施工寸法の柱埋込み位置は、性 
　能や耐久性、安全上重要ですので必 
　ず守ってください。 
●  支柱の埋込み位置・高さ・垂直度・ 
　水平度を十分に調整してください。 
　調整が不十分な場合、扉の作動に支 
　障が生じる事があります。 
●  水抜き穴は確実にG.L面より上に出 
　してください。水抜き穴より上まで 
　モルタルを入れると中に水がたまり、 
　故障の原因になります。 

注意  

●  水切勾配がある所に施工するときは、 
　支柱埋込位置と扉取付位置との均配 
　差をできるだけ少なくしてください。 
　接地ストッパーは最大250mmまで 
　調整できます。それ以上すき間があ 
　るときは、オプションのロング接地 
　ストッパーセットを使用してください。 
　＋100mmまで対応可能です。 

●  左右の支柱が前後にずれないように 
　施工してください。 
●  A寸法は0mmを守ってください。 

●  左右の支柱を平行に、施工してくだ 
　さい。 
●  Bの角度は90°を守ってください。 

●  左右の支柱を水準器で確認し、垂直 
　に施工してください。 

手動支柱 
または 
電動支柱 

水抜き穴 

水抜き穴 

柱
埋
め
込
み
 

4
0
0

1
0
0

400

5
0
0

400

電動支柱 

1
0
0

400

5
0
0

400

道路側 

家　側 

家
　
側 

ポイント�

ポイント�

ポイント�

ポイント�

柱外
々寸
法 
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2. つづき�
2-4　扉はみ出し寸法・必要高さ寸法について�

扉のはみ出し寸法と必要高さ寸法は、扉の垂直調整や施工精度などにより大きく変わります。扉の
軌跡上に障害物がないことを確認してください。�
接地ストッパーは框（下桟）より90mm（※1）伸ばした状態です。接地ストッパーを調整し90mm以
上に伸ばした場合、B寸法は大きくなります。最大250mmまで調整可能ですが、その場合、B寸法に
＋145mm加算してください。�

●�

●�

※ワイドオーバードアR／オーバードアRを施工する
際に、以下の寸法に注意してください。�

扉、接地ストッパーはみ出し寸法�
A
最大値�

レギュラー�
ハイルーフ�

ハイルーフ�
標準�

標準�

※表内の標準値は、扉とアームを正規の寸法で施工した場合です。�
※障害物がある場合、各寸法の最大値＋50mm以上のクリアランスが�
　必要です。�

11�
60�
1�
53

42�
96�
40�
90

73�
109�
61�
97

92�
133�
80�
121

ワイド�
（またはプログコート1型）�

標準値�標準値� 最大値�
B

必要高さ寸法�

標準値�

レギュラー�

ワイド�

ハイルーフ�

標準�

ハイルーフ�

標準�

プログコート1型�
ハイルーフ�

標準�

※表内の数値は、扉とアームを正規の寸法で施工した場合です。�
※障害物がある場合、最大値＋50mm以上のクリアランスが�
　必要です。�

H：10�
H：12�
H：10�
H：12�
H：10�
H：12�
H：10�
H：12�
H：10�
H：12�
H：10�
H：12�
�

2030�
2120�
2330�
2360�
2045�
2135�
2345�
2365�
2058�
2148�
2358�
2378

2071�
2120�
2371�
2371�
2080�
2135�
2380�
2380�
2093�
2148�
2393�
2393�
�

最大値�
C

ポイント�

全開時�
40

B

（※1）�
接地ストッパーはみ出し寸法�

必
要
高
さ
�

C

扉はみ出し寸法�
A

G.L.

10
00

〔
12
00
〕
�

90

〔    〕H:12型�



キューブポート・キューブポートプラス�
キューブポートワイド・キューブポートプラスワイド�
メジャーポートⅡRタイプ レギュラー�

G.L.雨樋桁下� H10 H12
標準柱使用� A Aロング柱使用� B B

430
430

メジャーポートⅡRタイプ ワイド�
メジャーポートⅡFタイプ レギュラー�
メジャーポート ストロング�

430

ネオフォルム ハイポート� 430
ライブポート1500
Nポート�

430

ライブポート�
ルネスポート�

430

フリーポートⅡ レギュラー�
フリーポートⅡ ワイド�

430

バークポート� 430
システムポート� 430
リードポート1型・2型� 430
プロポート� 430

430
ウィンスリーポート�

6・8本柱�
4本柱�

430
エニーポート� 430

2,208
2,223

2,320

2,430

2,300

2,290

1,774

2,280
2,380
2,430
2,180
2,064
2,222
2,380

230
230

230

230

230

230

230

230
230
230
230
230
230
230

2,118
2,133

2,230

2,340

2,210

2,200

1,684

2,190
2,290
2,340
2,090
2,036
2,194
2,290

2,519
2,492
2,406
2,390
2,408
2,424
2,740
2,411
2,392
2,395
2,412

1,907.5

2,313
2,600
2,500
2,500
2,483
2,515
2,650

2,219
2,224
1,906
1,890
1,908
1,924
2,340
1,911
1,892
1,895
1,912

1,407.5

1,813
2,300
2,000
2,000
2,283
2,315
2,150

－15－�
  D322_200706J

B以上�

レギュラー 1080�
ワイド　　1092�
プログコート1型 1105

ポイント�

2-5　オーバードアとカーポートの組み合わせ寸法　※カーポートの桁下に納める場合の寸法です。�

扉とアームの取付位置を正規の寸法で施工した場合の数値です。�
B寸法（カーポート～オーバードア柱寸法）は全開時に扉が柱からはみ出す寸法＋100mm以上必要です。�
フリーポートⅡレギュラー・ワイドはオーバードア本体が、カーポートの柱外側から100mm内側に
入った位置で設定しています。またA寸法は雨樋の桁下寸法を記入していますが、オーバードアは雨
樋桁下に納まるのではなく、桁下をさけた屋根下に納まります。�
ウッディーポートは、オーバードアを桁下には施工できません。カーポートの外に出して施工して
ください。�

●�

●�

●�

●�

（1）オーバードア標準タイプの場合　�※カーポートはロング柱（＋500）が必要です。�
　ネオフォルムハイポートのロング柱は＋400です。�

A
以
上
�

〔328〕�
128

必
要
高
さ
�

レ
ギ
ュ
ラ
ー
20
30
〔
21
20
〕
�

ワ
イド
20
45
〔
21
35
〕
�

プ
ログ
コー
ト
1型
20
58〔
21
48
〕�

全開時�
40

10
00

〔
12
00
〕
�

G.L.

〔    〕H:12型�



キューブポート・キューブポートプラス 
キューブポートワイド・キューブポートプラスワイド 
メジャーポートⅡRタイプ レギュラー 

G.L.雨樋桁下� H10 H12
標準柱使用� A Aロング柱使用� B B

280
280

メジャーポートⅡRタイプ ワイド 
メジャーポートⅡFタイプ レギュラー 

280

ネオフォルム ハイポート 280
フリーポートⅡ レギュラー 
フリーポートⅡ ワイド 

280

バークポート 280
システムポート 280
プロポート 280

280
ウィンスリーポート 

6・8本柱 
4本柱 

280
エニーポート 280

2,448
2,421

2,560

2,654

2,014

2,520
2,600
2,420
2,743
2,901
2,620

200
200

200

200

200

200
200
200
200
200
230

2,418
2,401

2,530

2,634

1,984

2,490
2,590
2,390
2,725
2,883
2,590

＋670以上 

＋607以上 

2,519（ロング柱） 
2,492（ロング柱） 

＋640以上 

2,605（ロング柱） 

＋577以上 

＋707以上 ＋677以上 
2,600（ロング柱） 
2,500（ロング柱） 
2,983
3,015

2,650（ロング柱） 
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2. つづき�

ポイント�

扉とアームの取付位置を正規の寸法で施工した場合の数値です。 
B寸法（カーポート～オーバードア柱寸法）は全開時に扉が柱からはみ出す寸法＋100mm以上必要です。 
フリーポートⅡレギュラー・ワイドはオーバードア本体が、カーポートの柱外側から100mm内側に
入った位置で設定しています。またA寸法は雨樋の桁下寸法を記入していますが、オーバードアは雨
樋桁下に納まるのではなく、桁下をさけた屋根下に納まります。 

● 

● 

● 

（2）オーバードアハイルーフタイプの場合　※カーポートはロング柱（＋1000）が必要です。�

2-5　つづき�

2-6　オーバードアとカーポートの組合せ寸法　※カーポートの外に出す場合の寸法です。�

ポイント�

カーポート桁からオーバードア全開時の扉とのすきまは、100mm以上のクリアランスが必要です。 
扉とアームの取付位置を正規の寸法で施工した場合の数値です。 

● 

● 

（1）オーバードア標準タイプの場合� （2）オーバードアハイルーフタイプの場合�

〔     〕：H12
レギュラ 1080 
ワイド　 1092 
プログコート1型 1105

100以上 

〔1200〕 
1000

〔328〕 

128

〔     〕：H12
レギュラ 1231 
ワイド　 1243 
プログコート1型 1256

〔1200〕 
1000

100以上 

〔178〕 

22.6

ワ
イ
ド
23
45
〔
23
65
〕
 

プロ
グコ
ート
1型
23
58〔
23
78
〕 

B以上 

レギュラー 1231 
ワイド　　1243 
プログコート1型 1256

〔178〕 
28

全開時 
40

10
00

〔
12
00
〕
 

A
以
上
 

G.L.

必
要
高
さ
 

レ
ギ
ュ
ラ
ー
23
30
〔
23
50
〕
 

〔    〕H:12型 



3. 支柱キャップの取付け�

注意�

支柱に、それぞれ支柱キャップを
� -�で取付けてください。 

1

支柱を埋設する前に必ず支柱キャッ
プを取付けてください。 
支柱内に雨水が入り、故障の原因
になります。 

● 

－17－ 
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� -�φ4×12トラスタッピンネジ3種 D＝8

支柱キャップ 



ポイント�

ポイント�

4. 扉取付金具の取付け�
4-1　標準の場合�

4-2　ハイルーフの場合�

上アームには柱側扉側の向きと左
右がありますので、確認の上、取
付けてください。 

● 

上アームには柱側扉側の向きと左
右がありますので、確認の上、取
付けてください。 

● 

上アーム 

道 路 側 

家　側 
扉本体側 

柱　側 

補助スプリング 

補助スプリングユニット 

ユニット取付金具 

下アーム 

扉取付金具 

上アーム 

補助スプリング 
ユニット取付金具 

下アーム 

扉取付金具 

上アーム 

補助スプリングユニット 

上アーム 

道 路 側 家　側 
扉本体側 柱　側 

上アームカバー 

上アームカバー 

内
　
側 

内
　
側 

�-� 
M6×16（＋）六角ボルト 
（PW＋SW） 

�-� 
M6×16（＋）六角ボルト 
（PW＋SW） 

注意�

上アームを取付ける六角ボルトは
スパナを用い、しっかり締めつけ
てください。しっかり締めつけな
いと開閉の際、扉がねじれる原因
になります。 

● 
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扉取付金具（右）（左）に上・下アーム
を、それぞれ� -�で取付けてくださ
い。 

1

扉取付金具（右）（左）に上・下アーム
を、それぞれ� -�で取付けてくださ
い。 

1

�-� 
M6×16（＋）六角ボルト（PW＋SW） 

�-� 
M6×16（＋）六角ボルト（PW＋SW） 

注意�

上アームを取付ける六角ボルトは
スパナを用い、しっかり締めつけ
てください。しっかり締めつけな
いと開閉の際、扉がねじれる原因
になります。 

● 
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注意�

注意�

ポイント�

扉取付金具には左右がありますの
で確認の上、取付けてください。 

扉の取付けが終わるまでロックは
解除しないでください。ロックを
解除するとアームが跳ね上げり危
険です。ケガをしたり、駆動部が
破損するおそれがあります。 

● 

必ずロック解除状態でアームを回
転してください。 
できるだけ上アームの先端を握っ
て回転してください。握る位置が
支柱に近づくほど大きな力が必要
です。 
アームを回転するには15kg以上の
力が必要です。アームの回転の途
中で手を離すとアームが跳ね上がり、
ケガをしたり駆動部が破損するお
それがあります。 

● 

● 

● 

● 

アームを取付けた後、上アームが水平
になるように回転してください。 

2

上アームが水平な状態で、ロックツ
マミを押し込んでアームをロックし
てください。 

3

15kg以上 15kg以上 

ハイルーフ用 
上アーム 

標準用 
ロックツマミ 上アーム 

ロックツマミ 

 

ロックツマミ ロックツマミ 

ロック状態�解除状態�

（1）標準の場合� （2）ハイルーフの場合�

ロックツマミを押し込んで、ツマミが水平な状態にな
るまで回してください。 

補助スプリングユニット 

扉取付金具 

下アーム 

道路側 

家　側 

上アーム 

手動支柱 

ロックツマミ 

�-� 
M6×16（＋）六角ボルト 
（PW＋SW） 

�-� 
M6×16（＋）六角ボルト 
（PW＋SW） 

扉取付金具を取付けた上・下アーム
を、それぞれ� -�で取付けてくださ
い。 

1

5. アームの取付け�
5-1　手動支柱のアームの取付け�



5. つづき�

●  扉取付金具には左右がありますので 
　確認の上、取付けてください。 

●  扉の取付けが終わるまでロックは解 
　除しないでください。ロックを解除 
　するとアームが跳ね上がりケガをし 
　たり、駆動部が破損してしまいます。 
 （※1） 

注意  

5-2　電動支柱のアーム取付け�

補助スプリング 

扉取付金具 

下アーム 

ロックツマミ（※1） 

電動支柱 

上アーム 

�-� 
M6×16（＋）六角ボルト（PW＋SW） 

�-� 
M6×16（＋）六角ボルト（PW＋SW） 

家　
側 

道路
側 

ポイント�

扉取付金具を取付けた上・下アーム
を、それぞれ� -�で取付けてくださ
い。 

1
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注意�

ポイント�

ポイント�

6. 補助スプリングユニットの取付け�

7. アーム連結棒の取付け�

バネの力により上側へアームが向
いている為下側へ押し、アームを
水平にして挿入してください。 

● 

� -�、� -�をスパナを用いて確
実に締め込んでください。 

● 

上アームを少し下側に押し込み、補
助スプリングユニットおよび上アー
ムの取付金具の穴へ補助スプリング
ユニット取付ピンを挿入してください。 

1

� -�と� -�を確実に締めこんでく
ださい。 

2

アーム連結棒を取付けるネジはしっ
かり締めつけてください。しっか
り締めつけないと使用中ゆるんで、
扉のねじれや、異音の原因になり
ます。 

● 

補助スプリングユニット 
取付ピン 

扉取付ブラケット 

上アーム 

�-�M5平金座 

�-�M5六角袋ナット 

補助スプリング 
ユニット 

－21－ 
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左右のアームを少し横に広げてアーム
連結棒を扉取付金具に差込み、� -�
で取付けてください。 

1

家　側 

アーム連結棒 

�-� 
M6×16（＋）六角ボルト（PW＋SW） 

扉取付金具 

扉取付金具 

�-� 
M6×16（＋）六角ボルト 
（PW＋SW） 



注意�

扉取付位置シール�
扉取付位置シール�

扉取付金具裏板�
※仮固定済�

扉取付金具�

扉取付金具�

接地ストッパー�
※仮固定済�

G.L.

接地ストッパー�
取付六角ボルト�
（M8×15）�

押え板�

接地ストッパー�

90
m
m

20
m
m（
※
1）
�

補助スプリング�
ユニット�

A部�

図8-1　A部詳細�

図8-2　B部詳細�

B部�

接地ストッパー�

20
～
30

90
17
0(3
70
)

17
0(3
70
)

接地ストッパー�

20
～
30

90

G.L.G.L.

8. 扉の取付け�

あらかじめ仮固定している扉取付金具裏板の扉取付ボルトをはずしてください。�
扉取付金具の上端を扉取付位置シールの上端の線に合わせ、扉取付ボルトで取付けてください。�

1

2

扉とアームの取付け位置がずれているとバランスがくずれ、扉の開閉に支障をきたし途中で停止し
たり、耐久性能に影響します。アームの取付け位置、取付け寸法を必ず確認してください。（図8-3 A
図参照）�

●�

ア　ー　ム　取　付　位　置　寸　法�

図8-3　A図�

（　）内寸法は扉本体H12 （　）内寸法は扉本体H12

標　　　準� ハイルーフ�

扉取付け後、扉が垂直になるよう下アーム部で調整してください。（12.扉の垂直調整参照）�●�

ポイント�

接地ストッパーはG.L.から20mm（※1）浮かせた状態で仮止めをしてください。（図8-2 B図参照）�
電動で扉を開閉した後、最終位置決めをします。（21-2、接地ストッパーの位置決め参照）�

3

裏板仮組付ネジ�

扉取付六角ボルト�
（M8×15）�
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9. ワイドオーバードアRの連結棒固定バンドの取付け�

A部�

B部�

図9-2　B部詳細図�

�-�φ4×12トラス 
タッピン3種 D＝8

扉本体（縦桟） 
アーム連結棒 

連結棒固定バンド 

図9-1　Ａ部詳細図�

連結棒固定バンド 

�-�φ4×12トラス 
タッピン3種 D＝8

扉本体（縦桟） 

アーム連結棒 

縦桟カバー組付ネジ 
（φ4×8トラス 
　タッピンネジ3種） 

9-1　1型H12・2型H10，H12・3型H12・4型H10，H12・7型H10，H12・11型H10，H12�
　　   ライフモダンT型H10,H12・ライフモダンY型H12の場合�

9-2　1型H10・3型H10・ライフモダンY型H10の場合�

※扉の開閉時に連結棒のゆれを防ぐため�
　に固定バンドを必ず取付けてください。�

－23－ 
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10. リモコン受信器アンテナの取付け�

リモコン受信器アンテナを、電動支柱 
上部にあるアンテナブラケットのコネ 
クター部に取付けてください。 

1

連結棒固定バンドを�-�で縦桟に組付 
けてください。 

1

扉本体の縦桟上部の縦桟カバー組付ネ 
ジを取り外してください。 

1

連結棒固定バンドを�-�で組付けてく 
ださい。 

2

●  受信感度に影響が出ますので、スパ 
　ナ等の工具を使用し、しっかり根元 
　まで固定してください。 

ポイント�

アンテナブラケット 
アンテナブラケット 

リモコン受信器アンテナ 

家　側 

10-1　本体に取付ける場合�

シール 

シール 
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10. つづき�

（1）本体とアンテナ延長ケーブルの取付け�

アンテナ延長ケーブル（3メートル） 

コントロールボックス 

リモコンアンテナ 

取付金具 

電動支柱 

10-2　アンテナ延長ケーブルセットを使用する場合�

1
1
9

オプション 

内蔵アンテナケーブル 

アンテナ延長ケーブル（3m） 

トランスカバー 

コントロールカバー 

� -�φ4×12トラスタッピンネジ3種 D＝8

フレキカバー 

パッキン 

アンテナブラケット 

コネクター下向き 

電動支柱のコントロールカバーの� -� 6本とトランスカバーの� -� 4本をはずし、カバーの下側を手前
に引っ張るようにはずしてください。 
アンテナ延長ケーブルをフレキカバー、電動支柱内に通してください。 
コントロールボックスのアンテナ端子から内蔵アンテナケーブルを取りはずし、アンテナ延長ケーブルを
接続してください。 
取付金具を固定し、ケーブルにアンテナを取付けてください。 
接続が終了したら、コントロールカバー、トランスカバー、フレキカバーを� -�で取付けてください。 

2

3

4

5

6

アンテナブラケットをはずし、上下逆に取付けてください。 1

リモコン受信器アンテナが壁などに隠れ、リモコン到達距離が短くなる場合があります。そういうと
きは、オプションのアンテナ延長ケーブルセットでアンテナを見通しの良い場所に別設してください。 

● 

パッキンは必ず取付けてください。 
コネクターを下向きに取付けないと故障の原因になります。 

● 

● 

ポイント�

アンテナ端子 

補足�
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注意�

注意�

A部�

11. ロックツマミの解除�

12. 扉の垂直調整�

電動または、手動で扉を開ける場
合は、必ずロック解除をしてくだ
さい。ロック状態のまま扉をあけ
ると、駆動部が破損するおそれが
あります。�

●�

ロックツマミを押し込んで、ツマミ
が垂直な状態になるまでまわしてく
ださい。�

1

扉取付後、扉が垂直になるように扉取付金具の調整ボルトをゆるめて調整してください。�1

調整後、固定ネジはゆるまないようにスパナを用いてしっかりしめてください。ネジがゆるむと、
危険な作動をしてケガをするおそれがあります。�

●�

調整ボルト�
M5×10（＋）六角ボルト�

G.L.

図13-1　A部詳細�

扉取付金具�

調整範囲� 13.5

ロックツマミ�

解除状態�

ロックツマミ�

ロック状態�

ロックツマミ�

安全のため、ロックツマミの穴に
ロック用ブッシュを取付けます。�
後行程 19ー4 を必ず実施してくだ
さい。�

●�

警告�
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13-1　電源および渡り線の配線�

13. 配線　※AC100V仕様の場合の手順です。�

●  AC100V線の施工に関しては、電気工事の有資格者に依頼してください。 

注意  

●  施工には、別途過電流保護付漏電ブレーカーおよび埋設用PF管（呼び径14）、電線ケーブル、アース棒 
　が必要になりますのでご用意してください。 
●  電源用電線ケーブルは必ず過電流保護付漏電ブレーカーに接続してください。（※1） 
●  電動支柱（主柱）には、D種接地工事を行ってください。（※2） 
●  W27、30型およびワイドオーバードアR 1モータには渡り配線はありません（※3） 

電動支柱（主柱）（※2） 

過電流保護付 
漏電ブレーカー（別途用意）（※1） 
（松下電工品番BJS1521相当品） 

アース棒（別途用意） 
（松下電工品番WV4030相当品） 

PF管呼び径14（別途用意） 
（松下電工品番DM314相当品） 

※3

AC100V

4
0

G.L
.ライ
ン 

45
0～
50
0 

程
度
 

道路側 

家　側 

VVF（銅単心）φ1.6またはφ2.0
電源ケーブル（別途用意） 

外部押ボタンスイッチ 
｢17.外部押ボタンスイッチ｣の配線参照 

扉本体 

主柱（外観左側） 

埋設管付 

680
0

サブ柱（外観右側） 

1モータ：手動支柱（サブ柱） 
2モータ：電動支柱（サブ柱） 

渡り配線（ワイドオーバードアR 2モータのみ）�

●  渡り配線には左右があり、渡り配線 
　に左右を区別するシールが貼ってあ 
　りますので確認の上、埋設してえく 
　ださい。（※3） 

補足�

ポイント�

オプション 
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13-2　AC100V電源線の接続�

電動支柱（主柱）のトランスカバーのネジ4本をはずし、トランスカバーの下側を手前に引っ張るようには 
ずしてください。 

1

AC100V線をフレキカバー、電線支柱内に通してください。 2

AC100V線を、ACーDCスイッチングユニットの電源入線コネクタの奥まで差込んでください。（銅単心部 
は12mm以上必要です） 

3

接続が終了したら、トランスカバー、フレキカバーを�-�で取付けてください。 4

●  AC100V線を、必ずACーDCスイッチングユニットの左側の電源入線コネクタに差込んでください。（※1） 
　右側のコネクタはソーラーと併用する場合に使用します。右側に差込むと、動作しなくなる場合があ 
　ります。 

注意  

トランスカバー 

フレキカバー 

�-� 
φ4×12トラスタッピンネジ 
3種（D＝8） 

電動支柱（主柱） 

ACーDCスイッチングユニット 

電源入線 
コネクタ 
（※1） 

アース端子 

AC-DC 
スイッチング 
ユニット 

12m
m以上
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13. つづき�

（1）電動支柱（主柱）側の接続　※電動支柱（主柱）は外観左側になります。�

（2）電動支柱（サブ柱）側の接続　※電動支柱（サブ柱）は外観右側になります。�

電動支柱（主柱）のコントロールカバー 
のネジ6本とトランスカバーのネジ4本 
をはずし、カバーの下側を手前に引っ 
張るようにはずしてください。 

1

渡り配線をフレキカバー、電線支柱内 
に通してください。 

2

渡り配線のコネクタとコントロールボ 
ックスから出ているコネクタを接続し 
てください。（3ケ所） 

3

電動支柱（サブ柱）のコントロールカバーのネジ4本をはずし、コントロールカバーの下側を手前に引っ張 
るようにはずしてください。 

1

渡り配線をフレキカバー、電動支柱内に通してください。 2

渡り線のコネクタを、サブコントロールのコネクタに差込んでください。 3

接続が終了しましたら、電動支柱（主柱）、電動支柱（サブ柱）のコントロールカバーおよびその他のカバ 
ー、フレキカバーを取付けてください。 

4

フレキカバー 

コントロールボックス 

トランスカバー 

コントロールカバー 

�-� 
φ4×12トラスタッピンネジ 
3種  D＝8

ACーDCスイッチングユニット 

渡り配線 

4線 

2線、直接コントロールに差込む 

2線 

渡り配線 

13-3　渡り配線の接続　※ワイドオーバードアR 2モータの場合のみの手順です。�

フレキカバー 

渡り配線 

�-� 
φ4×12トラスタッピンネジ 
3種  D＝8

サブコントロール 

サブコントロール 
カバー 

6線 

2線 
渡り配線 



渡り配線（ワイドオーバードアR 2モータのみ）�
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14-1　電源の配線�

14. 配線�※ソーラー電源を使用する場合の手順です。�※大容量ソーラー電源を使用する場合の手順です。�

●  大容量ソーラーパネルには柱取付タイプはありません。�
●  別途、ソーラー電源セット、または大容量ソーラー電源セット、ソーラーパネル取付部品または大容�
　量ソーラーパネル取付部品、ソーラー用電源ケーブルが必要になります。ただし、柱取付タイプの場合�
　ソーラー電源ケーブルは必要ありません。�
●  ワイドオーバードアR 2モータの場合、大容量ソーラー電源を使用してください。�

バッテリーパック� (ポール取付タイプ)
ソーラーパネル取付部品�

露出配線の場合�

配線します。�
電源ケーブルを地表に露出して�

(8Mまたは20M)
ソーラー用電源ケーブル�

地中に埋設して配線します。�
PF管呼び径22(別途用意)により�

埋込配管の場合�

45
0～
50
0

程
度
�

ソーラーパネル�
※柱取付タイプの場合電動支柱�
（主柱）のキャップを上に取付けます。�

の配線参照�
｢17.外部押ボタンスイッチ｣�

（
40
）
�

手動支柱�

電動支柱（主柱）�

外部押ボタンスイッチ�

扉本体�

道路側�

家　側�

●  ソーラーパネルおよびソーラーパネル取付部品の施工に関しては｢ソーラー電源セット｣または｢大容量�
　ソーラー電源セット｣の取付説明書を参照してください。�
●  ソーラー電源を使用する場合､施工条件や使用条件に制限がありますのでご注意ください。 詳しくは�
　｢ソーラー電源セット｣または｢大容量ソーラー電源セット｣の取付･取扱説明書を参照してください。�
●  ソーラー用電源ケーブルを埋込む場合、別途埋設用PF管呼び径22(松下電工品番DM322相当品)が必要に�
　なりますので用意してください。�

ポイント�

図14-1　ソーラー用電源ケーブル�

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
へ
�

8Mまたは20M

ケーブル保護用電線管�

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
電
源
へ
�

ポイント�

●  ソーラー用電源ケーブルには向きが�
　あり、方向を区別するシールを貼っ�
　ていますので埋込配線する場合、確�
　認の上、埋設してください。�

ポイント�

G.L
.ライ
ン�

1モータ：手動支柱（サブ柱）�
2モータ：電動支柱（サブ柱）�

オプション�
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14. つづき�
14-2　ソーラー電源線の接続�

コントロールカバーのネジ6本をはずし、コントロールカバーの下側を手前に引っ張るようにしてはず 
してください。 

1

ソーラー用電源ケーブルをフレキカバー、電動支柱内に通してください。 2

ソーラー用電源ケーブルのコネクタを、柱内部の｢電源入力｣と表示シールがあるコネクタに接続してく 
ださい。 

3

接続が終了したら、コントロールカバー、トランスカバー、フレキカバーを�-�取付けてください。 4

●  外部押しボタンスイッチの配線は、コントロールカバー、フレキカバーを取付ける前に行なってくだ 
　さい。 

補足�

図14-2　A部詳細図�

動 切 替 
電 動 O NF

電 源 電 動 
手 動 O F

手 
－ 

接続�

電源入力 

コントロール電源へ 

ボックス 

コネクタ 

コントロール 

ソーラー用 

電源入力用 

電源ケーブル 

A部 

フレキカバー 

コントロールボックス 

トランスカバー 

コントロールカバー 

�-� 
φ4×12トラスタッピンネジ 
3種  D＝8

ソーラー用電源ケーブル 
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●  ソーラーパネルの配線は｢ソーラー�
　電源セット｣または｢大容量ソーラー�
　電源セット｣の取付説明書を、ご参照�
　ください。�

●  図は標準のソーラーパネル、ポール�
　建てタイプの場合です。カーポート�
　取付けタイプの場合も同様の接続に�
　なります。�

電動支柱（主柱）のキャップをはずして�
ください。�

1

ソーラーパネルから出ているコネクタ�
とソーラー用電源ケーブルのコネクタ�
を接続してください。�

1

柱内の｢バッテリーへA｣と表示したコ�
ネクタをバッテリーの｢A（入力）｣と表�
示したコネクタに接続してください。�

2

柱内の｢バッテリーへB｣と表示したコ�
ネクタをバッテリーの｢B（出力）｣と表�
示のあるコネクタに接続してください。�

3

バッテリーを柱内部の金具に設置して�
ください。（図14-3参照）�

4

はずした支柱キャップを取付けてくだ�
さい。�

5

14-3　バッテリーの取付け�

14-4　ソーラーパネルの配線�※ポール建てタイプまたはカーポート取付タイプの場合�

接続�

支柱キャップ�

バッテリーパック�

電動支柱�
（主柱）�

図14-3　上から見た図�

バッテリーパック�
固定用金具�

A（入力）�

バッテリーBへ�

B（出力）�

バッテリーAへ�

ポール� ソーラーパネルへ�

接続�

ソーラー用電源ケーブル�

M4×8サラ�

ソーラーパネル�

補足�

補足�

●  コネクターを接続する方向を確認し�
　てください。間違えると、コントロ�
　ールボックスのヒューズが切れてし�
　まいます。�
 （バッテリーパック上部の注意シール参照）�

ポイント�
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14. つづき�
14-5　ソーラーパネルの取付けおよび配線�

●  ソーラーパネルは必ず南(南東～南西)�
　に向くようにしてください。�
●  ソーラーパネルの角度を変えること�
　はできません。�
●  ソーラー用キャップには向きがあり�
　ます。切欠きがアーム取付金具側に�
　向くように取付けてください。（※1）�

電動支柱側のキャップをはずしてくだ�
さい。�

1

ソーラーパネルのコネクタにバッテリ�
ーの｢A（入力）｣と表示したコネクタを�
接続してください。�
柱内の｢バッテリーBへ｣と表示したコ�
ネクタにバッテリーの｢B（出力）｣と表�
示したコネクタを接続してください。�

2

バッテリーを柱内部の金具に設置して�
ください。（図14-4参照）�

3

ソーラー用柱キャップをキャップを外�
したネジで取付けてください。�

4

●  ソーラーパネルから取付ブラケット�
　をはずし9 0°ずつ取付ブラケットを�
　回すことにより4方向に向きを変え�
　ることができます。�

補 足 �

南�

取付ブラケット�

ソーラーパネル�

パッキン�

●  はずしたキャップは使用しません。�
●  支柱内の｢バッテリーAへ｣と表示し�
　たコネクタには、何も接続しません。�

ポイント�

ポイント�

※柱取付タイプの場合�

14-6　渡り配線の接続�※ワイドオーバードア 2モータの場合に必要です。�

●  配線方法は、13-1、13-3を参照してください。ただしソーラー電源を使用する場合、支柱内にACーDC�
　スイッチングユニットは取付きません。�

補 足 �

●  コネクターを接続する方向を確認し�
　てください。間違えると、コントロ�
　ールボックスのヒューズが切れてし�
　まいます。�
 （バッテリーパック上部の注意シール参照）�

ポイント�

直昇�オ�ー�バ�ー�ドア�R
電動支柱 

バッ�テ�リ�ー�パ�ッ�ク�M4×�8サ�ラ�

ソー�ラ�ー�用�柱�キ�ャ�ップ�※1

ソ�ー�ラ�ーパネ�ル�

固定用金具 

バッ�テ�リ�ー�パ�ッ�ク 

バッ�テ�リ�ー�Aへ�
（接続�し�な�い�）�

バッ�テ�リ�ー�Bへ�

A（入�力�）�

B（出�力�）�

図14-4　上から見た図�

ア�ー�ム�取付金具 



渡り配線�
（ワイドオーバードアR�
   2モータのみ）�

－33－� 
D322_200607H

15-1　電源の配線�

15. 配線�※トランス電源ユニットを使用する場合の手順です。�

●  別途、トランス電源ユニット(35Wタイプまたは60Wタイプ)、トランス用電源ケーブルが必要になります。�

●  トランス電源ユニットの施工の詳細は、別途トランス電源ユニットの取扱説明書を参照してください。�
●  住宅内の分電盤に接続した屋側の防水コンセント(別途用意　松下電工品番WK4102K相当品)を使用して�
　ください。�
●  トランス用電源ケーブルを埋込む場合、別途埋設用PF管呼び径22(松下電工品番DM322相当品)が必要に�
　なりますのでご用意ください。�
●  トラントランス電源ユニットには、接続容量に制限がありますので注意してください。(15-3参照。)

ポイント�

ポイント�

●  トランス用電源ケーブルには向きが�
　あり、方向を区別するシールを貼っ�
　ていますので埋込配線する場合は、�
　確認の上、埋設してください。�図15-1　トランス用電源ケーブル�

ケーブル保護用電線管�

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
電
源
へ
�

Y字端子�

ト
ラ
ン
ス
へ
�

10Mまたは20M

電動支柱�
（主柱）�

道路側�

家　側�

電気工事士の資格が必要です。�

に埋設して配線します。�
PF管呼び径22(別途用意)により地中�

トランス用電源ケーブル�

(35Wタイプまたは60Wタイプ)
トランス電源ユニット� φ1.6またはφ2)

程
度
�

45
0～
50
0

防水コンセント�
(別途用意)

AC100V電源線�

(漏電ブレーカー)

(VVFケーブル､2芯､�

室内住宅分電盤�（
40
）
�

の配線参照�

外部押ボタンスイッチ�
｢17.外部押ボタンスイッチ｣�

扉本体�

ポイント�

1モータ：手動支柱（サブ柱）�
2モータ：電動支柱（サブ柱）�

G.L
.ライ
ン�

オプション�



－34－  
D322_200412E

15. つづき�
15-2　トランス電源線の接続�

コントロールカバーのネジ6本をはず 
し、コントロールカバーの下側を手前 
に引っ張るようにしてはずしてください。 

1

トランス用電源ケーブルをフレキカバ 
ー、電動支柱内に通してください。 

2

トランス用電源ケーブルのコネクター 
を、コントロールボックスの左下の右 
側のコネクターに接続してください。 
（図15-2 A部詳細図参照） 

3

接続が終了したら、コントロールカバ 
ー、トランスカバー、フレキカバーを 
�-�で取付けてください。 

4

●  外部押しボタンスイッチの配線は、 
　コントロールカバー、フレキカバー 
　を取付ける前に行なってください。 

補足�

フレキカバー 

コントロールボックス 

トランスカバー 

コントロールカバー 

�-� 
φ4×12トラスタッピンネジ 
3種  D＝8

電動支柱（主柱） 

トランス用電源ケーブル 

コントロールボックス 

トランス用電源ケーブル 

図15-2　A部詳細図�

※コネクタははずさないでください 

A部 
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15-3　トランス電源ユニットの配線�

（1）トランス電源ユニットの取付け�

●  住宅側の壁面に設置したコンセン 
　トの近く(500㎜以内)に電源ユニット 
　を取付けてください。 
●  壁面の材質や厚みに合わせて、同梱 
　のネジで取付けてください。 
　ネジはコンクリート材には、コンク 
　リート用プラグを、木材等には、木 
　ネジを使用してください。 

ポイント�

●  詳細は、別途トランス電源ユニットの取扱説明書を参照してください。 

ポイント�

外カバー 

してはずす�

回路ケース 

ネジをゆるめる�

上方へスライド�

プラグ付電源コード 

本体ボディ 

(1000㎜)

500
㎜以
内 

300
㎜以
上 

G.L
.よ
り 

AC100V
防水コンセント 

壁面 

同梱のコンクリートプラグ 
および、木ネジ 

15
0㎜
±
1㎜
 

※防水コンセントからAC100V電源を接続する場合の手順です。�

プラグ付電源コードを取りはずしてく 
ださい。 

1

電源ユニット内に引き込んだAC100V 
電源線を電源線入力用速結端子台に接 
続してください。 

2

（2）トランス電源ユニットの取付け�※住宅側からAC100V電源を接続する場合の手順です。�

① 

電源プラグ付コード 
出荷時に 
取付けています。 

AC100V電源線 

② ゆるめる 

(VVF電線)

はずす 
③ 

取りはずす�

■ジョイントボックス 
　を取りはずしてから 

　けてください。 

壁面に露出型ジョイントボックスが�

　電源ユニットを取付 

ついている場合�
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15. つづき�

●  配線を接続するときには、必ず防水 
　コンセントから電源コードの差し込 
　みプラグをはずしてください。感電 
　のおそれがあります。 

注意  

●  極性(＋，－)を絶対に間違えないで 
　ください。逆接続するとコントロー 
　ルボックス内のヒューズが切れ、電 
　動で作動しなくなります。 
●  Ｙ字端子は端子台の奥まで確実に差 
　し込み、ネジを堅固に締付けてくだ 
　さい。接続不良による発熱の原因に 
　なります。 
●  トランス用電源ケーブルを切詰めた 
　場合、付属のＹ字端子を使用してく 
　ださい。接続不良による発熱の原因 
　になります。 

注意  

トランス電源ユニット本体のノックア 
ウト穴をはずしてください。 

1

トランス用電源ケーブルをノックアウ 
ト穴に通し、出力端子台に極性を合わ 
せて接続してください。 

2

電線ケーブルを本体ケースにあるケー 
ブル押さえで固定してください。 

2

（3）トランス電源ユニットへの接続�

トランス 

－ 
白 黒 

＋ 
白 
－ 

黒 
＋ 

出力 

トランス用 

座金 

ネジ 

電源ケーブル 

出力端子台 

電源ケーブル 

ケーブル押さえ 

出力端子台 

白(－)
黒(＋)

はずす�

防水 
コンセント 

差し込み 

電源コード 

プラグ 

(約1m)

マイナス 

ノック 
アウト穴 

はずし溝 

ドライバー 

の先を、はずし溝に 
マイナスドライバー 

差込み、ねじって穴 
を開けてください。 

電線 

ケーブル押さえ 

ノックアウト穴 

端子台 Y字端子 (穴径φ27㎜)
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15-3　つづき�

15-4　渡り配線の接続　※ワイドオーバードア 2モータの場合に必要です。�

（4）トランス電源ユニットの接続容量について�

●  60Ｗタイプは、電動商品と照明器具を接続することはできますが(２回路あるため)同じ出力に同時に�
　電動商品と照明器具を接続して使用することはできません。出力の設定が異なりますので出力を分け�
　て(出力１と出力２)接続してください。�

ポイント�

●  接続容量を超えると、動作しません。また同じ出力に電動商品と照明を接続すると動作しなかったり、�
　照明が点灯しっぱなしになります。�

●  配線方法は13-1、13-3を参照してください。ただしトランス電源ユニットを使用する場合、支柱内に�
　ACーDCスイッチングユニットは取付きません。�

DC12V照明器具�

(１回路)
出力２�

トランス電源ユニット60Wタイプ�

同じ出力�

出力端子台�

(１回路)
出力１�

DC12V仕様電動商品�

●�

●�

出力� 電動商品(ＤＣ12Ｖ)

照明器具(ＤＣ12Ｖ)

電動商品(ＤＣ12Ｖ)

電動商品(ＤＣ12Ｖ)

る場合�

電動商品(ＤＣ12Ｖ)
と照明器具を使用す�

のみに使用する場合�

照明器具(ＤＣ12Ｖ)

×使用不可�

×使用不可�

最大30Ｗまで�

×使用不可�

×使用不可�

出力１�

×使用不可�

出力１�

(または出力１)
出力２�

(または出力２)

出力２�

(１台20Ｗ以下)
最大２台まで�

(１台20Ｗ以下)
最大２台まで�

(１台20Ｗ以下)
最大２台まで�

(１台20Ｗ以下)
最大２台まで�

60Ｗタイプ�

35Ｗタイプ�

取扱説明書をご参照ください�
詳細はトランス電源ユニット�

注意�

補足�
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16. 配線　※ソーラー電源とAC100V電源を併用する場合�

16-1　コントロールボックスおよびACーDCスイッチングユニットの配線�

●  ソーラー電源仕様の支柱にオプションの｢ACーDCスイッチングユニット｣を取付けることで、ソーラー 
　とAC100Vの併用が可能です。通常はソーラー電源を使用し、バッテリーの充電量が少なくなると自動 
　的にAC100V電源に切り替わります。バッテリーの充電が完了すると再びソーラー電源に切り替わります。 

補足�

コントロールカバーのネジ6本、トランスカバーのネジ4本をはずし、カバーの下側を手前に引っ張るよう 
にしてはずしてください。 

1

ACーDCスイッチングユニットを取付けてください。 
詳細は｢ACーDCスイッチングユニット｣の取付説明書をご参照ください。 

2

ACーDCスイッチングユニットの出力線をコントロールボックスの左下の右側のコネクタをはずし接続して 
ください。 

3

AC100V線を、ACーDCスイッチングユニットの電源入線コネクタの奥まで差込んでください。 4

●  AC100V電源線の配線の詳細は13-1、13-2を参照してください。 

補足�

フレキカバー 

コントロールボックス 

トランスカバー 

コントロールカバー 

ACーDCスイッチングユニット 

コントロール 
ボックス 

ACーDC 
スイッチング 
ユニット 

出力線 

AC100V電源VVFケーブル 

コントロールへ�

ACーDCスイッチング 
ユニット出力線 

はずす�
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17. 外部押ボタンスイッチの配線�

●  キャプタイヤケーブルは別途用意し�
　てください。�
●  ACーDCスイッチングユニットが取付�
　いている場合、ACーDCスイッチング�
　ユニットを固定しているネジをはず�
　して端子台と共締めしてください。�

補足�

●  スイッチボックス1個を別途用意し�
　てください。�

補足�

外部押ボタンスイッチをスイッチボッ�
クス(市販スイッチボックス１ヶ用別途�
用意)にＭ４×20サラで固定してくだ�
さい。�

1

ガードプレートを外部押ボタンスイッ�
チにM3.5×6ナベで取付けてください。�

2

ガードプレート周辺をシーリングして�
ください。�

3

コント－ロールボックスに接続してい�
る押ボタンスイッチのコネクタをはず�
してください。�

1

外部押ボタンスイッチのコネクタをコ�
ントロールボックスとはずした押ボタ�
ン用配線のコネクタに接続してください。�

2

キャプタイヤケーブル4芯を電動支柱�
のフレキカバーから通し、外部押ボタ�
ンスイッチセットの端子台に接続して�
ください。�

3

外部押ボタンスイッチ側の端子台にキ�
ャプタイヤケーブル4芯を接続してく�
ださい。�

4

外部押ボタンスイッチの端子台を端子�
台取付金具と高ナットを使用して取付�
けてください。�

5

●  0.5mm2のキャプタイヤケーブルの長�
　さは50m以内で設置してください。�
　50mを超えると押ボタンでの操作に�
　支障をきたします。�

ポイント�

コントロールボックス側�

Ｄ図�

Ｅ図�
外部押ボタンスイッチ側�

外部押ボタン�

閉 シロ�

停 ミドリ�

共 クロ�

開 アカ�

壁�

　　　　　DM37116相当品�

　　　　　DM38116相当品�
露出タイプ松下電工品番�

埋込タイプ松下電工品番�
スイッチボックス1ヶ用�

端子台� 24芯(0.5mm  )
キャプタイヤケーブル(別途用意)

24芯(0.5mm  )
キャプタイヤケーブル(別途用意)

M4×20サラ�

取付ボックス(別途用意)

電動支柱(主柱)

PF管 呼び14(別途用意)

スイッチ�

M3.5×6ナベ�

ガードプレート�

G.L.

停�
クロ�
共�

シロ�
閉�開�

アカ�ミドリ�

動�電�－�動�手�
替�切�動�手�動�電�源�電�

FFO NO

動�電�－�動�手�
替�切�動�手�動�電�源�電�

FFO NO

Ａ図�

Ｂ図�

押ボタン用配線�

接続�

ボックスへ接続�
コントロール�

端子台�
スイッチセット�
外部押ボタン�

(４線､黒,赤,白,緑)
押ボタン用配線�

はずす�

コントロールボックス�

※ソーラー仕様、トランス仕様、�
　AC100V仕様共通�オプション�

17-1　配線作業および端子台の取付け�

17-2　外部押ボタンスイッチの取付け�

高ナット�

端子台取付金具�

コントロールボックス�

Ｃ図�

φ4×15

端子台�
スイッチセット�
外部押ボタン�

タッピングネジ�

オプション�



電動支柱 

押しボタンスイッチカバー 

リモコン受信器アンテナ 

カバー 
電源スイッチ 

トランスカバー 

コントロールボックス 

コントロール 
カバー 

　リモコン受信器操作部 1

ACーDCスイッチングユニット 
（AC100V仕様の場合） 

　電源スイッチ部 2
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18. 電動支柱・コントロールボックスの名称および働き�

●  通常、電源スイッチの｢ＯＮ･ＯＦＦ｣に関係なく、モータによるロックがかかっています。手動で動か 
　すときは、スイッチを手動側にしてください。電動のまま作動すると駆動部の破損の原因になります。 

注意  

動 電 － 動 手 
替 切 動 手 動 電 源 電 

FFO NO

電源スイッチ部拡大図�

操作後は、必ずカバーをはめてください。 
操作するときは、カバーをはずしてください。 

カバー(透明)

リモコン受信器操作部 
●リモコン送信器を登録、抹消するときに使用します。(｢19.リモコン送信器について｣参照) 
●リモコン受信器は、コントロールボックスに内蔵しています。 

1

リモコン受信器操作部 1

　電源スイッチ 3 　電動手動切替スイッチ 4

電源スイッチ部 2

電源スイッチ 
●電動ユニットの主電源を｢ＯＮ･ＯＦＦ｣するスイッチです。｢ＯＦＦ｣にするとすべてのコントロール 
  機能が停止します。 

3

電動手動切替スイッチ 
●手動で扉本体を動かすときに使用するスイッチです。 

4

　電源スイッチ 3
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19. 使用方法�
※詳細は｢ソーラー電源セットまたは大容量ソーラー電源セット｣の取付・取扱説明書をご参照ください。�

●  ソーラー電源を使用する場合、電動で動作させる前にバッテリーの充電が必要になります。�
●  バッテリーは工場出荷段階では、充電が不十分ですので必ず充電した後、使用してください。�

注意  

19-1　ソーラー電源仕様の場合�

19-2　トランス電源ユニットを使用する場合�

（1）動作回数について�

●  ソーラーシステムはソーラーパネル(太陽電池)が発電する電気をバッテリーに充電し、その蓄えた電気�
　で扉を動作しています。動作はすべてバッテリー容量の影響を受けますので、目安となる動作回数を�
　設けています。�
●  動作回数は１日10往復以下または１週間で70往復以内(動作時の昼夜･天候は問いません)が目安です。�

注意  

●  周囲の環境等で動作回数が少なくなることがあります。�
●  動作回数の制限を超えても使用は可能ですが、１年を通して安定した動作を得るために制限以内で使用し�
　てください。�

補 足 �

※詳細は、トランス電源ユニットの取扱説明書を参照してください｡�

●  電源スイッチカバーには、簡易錠が�
　付いています。コイン等で開位置(溝�
　が水平)まで回しカバーを開けてくだ�
　さい。�

電源支柱の電源スイッチカバーを開け�
電源をＯＮにしてください。�

1

●  AC100V仕様の場合、ACーDCスイッ�
　チングユニットの電源がONになっ�
　ていることを確認してください。�

補 足 �

ON

替�動�切�動�手�電�
手�動�－�電�

電�源�
O NOFF 動�

閉�

開�

簡易錠�

電源スイッチ�

電源スイッチカバー�

電動支柱�

19-3　電動支柱 電源の入れ方�

ポイント�
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19. つづき�

オーバードアRの門扉本体を全開位置 
まで上げて、柱のロックツマミをロッ 
ク状態にしてください。 

1

ロックツマミ受けに、ロック穴用ブッ 
シュを� -�で取付けてください。 

2

※必ず左右の柱に取付けてください。�19-4　ロック穴用ブッシュの取付け�

●  ネジを取付ける際、プラスドライバ 
　ーは手回しで締めこんでください。 
●  取付作業の終了後は、ロックツマミ 
　を解除状態にしてください。 

ポイント�

ロック穴用ブッシュ 

ロックツマミ 
受け 

●  電源のＯＮ，ＯＦＦに関係無く、電動手 
　動切替スイッチが電動側のときは、モータ 
　による25～30kgロックがかかっています。 
　手動で開閉する場合、必ず電動手動切替 
　スイッチを手動側にして使用してください。 
　電動のまま作動すると駆動部の破損の原 
　因になります。 

注意  

電動支柱の電源スイッチカバーを開け、電動 
手動切替スイッチを手動側にしてください。 

1

●  手動開閉が可能になります。 
●  オーバードアR、ワイドオーバードアR 1モ 
　ータの手動開閉には、約7kgの力が必要です。 
●  ワイドオーバードアR 2モータの手 
　動開閉には、約15kgの力が必要です。 

補 足 �

※非常時(停電・故障・バッテリー充電時)など電動で動かせないときは、手動で動かすことができます。�

切 替 手 動 電 動 
動 手 N － 動 電 

源 電 
FO F O

手動側 
電動手動切替スイッチ 

開 

簡易錠 

閉 

19-5　電動で動かせないときの操作方法�

電源スイッチカバー 

電動支柱 

�-�φ4×10サラタッピンネジ 

解除�ロック�

ロックツマミ 

安全のため、必ず取付けてください。 
子供が手を入れケガをするおそれ
があります。 

● 

警告�
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●  扉が動作中に人や車、障害物に衝突したときに、大事故を防ぐために安全装置を設定しています。�
　開閉動作中に安全装置が作動した場合、閉側は、約１秒間後退し停止します。開側は、その場で停止�
　します。安全装置が働く力は、7～8㎏です。なお、ワイドオーバードアR 2モータの場合13～14kgです。�

ポイント�

●  手動での開閉は非常時に限り行なっ�
　てください。通常は電動操作で使用�
　してください。�
●  手動切替後、非常時が回復（電動で�
　使用できる状態）したときは、コン�
　トロールボックスの電動手動切替ス�
　イッチを電動側にすることを忘れな�
　いでください。�

注意  

扉の中心部を手で持ち開閉してください。�2

19-6　安全装置について�

19-5　つづき�

｢開｣ボタンを１回押して､２秒以内にも�
う1回押してください。動作表示灯が点�
滅して、扉が開きます。�

1

｢停止｣ボタンを押してください。動作表�
示灯が点滅して、扉が一時停止します。�

2

｢閉｣ボタンを１回押して､２秒以内にも�
う1回押してください。動作表示灯が点�
滅し、扉が閉じます。�

3

●  リモコン送信器の実用到達距離約10�
　メートル以内で操作してください。�
●  ｢開または閉｣ボタンを２回押す間隔�
　が２秒を超えると送信しませんので�
　注意してください。�
● 安全上｢停止｣ボタンに限り１回押すだ�
　けで送信するようになっています。�
● 一時停止位置によっては作動バランス�
　の関係上、多少動くことがあります。�
● 開／閉動作中に逆方向の閉または開�
　動作するときは、必ず一度｢停止｣ボ�
　タンを押してから次の押ボタンを押�
　してください。�

補 足 �

MDC-3リモコン送信器�

停�

KYZ77

閉�

開�

動作表示灯�

｢閉｣ボタン� ｢停止｣ボタン�

｢開｣ボタン�

19-7　リモコン送信器での操作方法�
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19. つづき�

●  不用意な操作による損害を防ぐため 
　に、操作時以外はロック片を｢閉｣の 
　状態にしてください。 

注意  

●  不用意な操作による損害を防ぐため 
　に、操作時以外はカバーをロックし 
　てください。 

注意  

開ボタンスイッチを押すと扉が開きます。 2

ロック片にコインなどを差込み、左にま 
わしカバーを開けてください。 

1

付属のキーをロック片に差込み、左に 
まわしカバーを開けてください。 

1

開ボタンスイッチを押すと扉が開きます。 2

停ボタンスイッチを押すと扉が一時停止 
します。 

3

閉ボタンスイッチを押すと扉が閉じます。 4

カバーを閉め、付属のキーをロック片 
に差込み、右にまわしロックしてくだ 
さい。 

5

停ボタンスイッチを押すと扉が一時停止 
します。 

3

閉ボタンスイッチを押すと扉が閉じます。 4

カバーを閉め、ロック片にコインなど 
を差込み、右にまわし閉じてください。 

5

外部押ボタンスイッチ�

解除 

ロック 

停 

閉 

開 

カバー 

キー 

ロック片 

開ボタンスイッチ 

停ボタンスイッチ 

閉ボタンスイッチ 

19-8　電動支柱押ボタンスイッチでの操作方法�

19-9　外部押ボタンスイッチでの操作方法�オプション 

押ボタンスイッチ�

開 

閉 

カバー 

コイン 

ロック片 

開ボタンスイッチ 

停ボタンスイッチ 

閉ボタンスイッチ 

開 

停 

閉 
● 一時停止位置によっては作動バランス 
　の関係上、多少動くことがあります。 

補 足 �

● 一時停止位置によっては作動バランス 
　の関係上、多少動くことがあります。 

補 足 �
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20. リモコン送信器について�

●  リモコン送信器で操作する場合は、リモコン受信器に登録をしてください。�
●  リモコン送信器はコイン型リチウム電池(ＣＲ2032)を１個使用します。出荷時、電池は送信器に内蔵�
　しています。�

ポイント�

●  受信器への登録は､必ず電源表示灯が｢点滅している１分間｣に操作してください。�
●  初期スイッチを｢ＯＦＦ｣にすると、リモコン送信器の登録をすべて抹消します。登録が抹消した場合、�
　リモコン送信器での操作はできなくなります。�

ポイント�

電動支柱のコントロールカバーをはず�
してください。�

1

リモコン受信器の近くで、登録するリ�
モコン送信器の｢停止｣ボタンを押して�
ください。(Ｂ図参照)

3

リモコン送信器の登録完了後、リモコ�
ン受信器の登録ボタンを押して登録ま�
たは電源表示灯が｢点灯｣に変わるまで�
待ってください。(Ｄ図参照)

4

はずしたコントロールカバーを取付け�
てください。ネジの締め忘れのないよ�
うに注意してください。�

5

リモコン受信器の初期スイッチを｢ＯＮ｣�
にしてください。�

2

20-1　初めての登録方法�

Ａ図�

Ｄ図�

Ｂ図� Ｃ図�

操作部�
リモコン受信器�

コントロールボックス�

受信器の近くで�

リモコン送信器�

リモコン受信器�

登録ボタン�

初期スイッチ�

電源表示灯(点滅)

押す�

ONOFF
受信�登録�

電源�閉�停�開�

開�停�閉�電源�

登録�受信�
OFF ON

電源表示灯(点滅→点灯)

電源表示灯(点滅)

ONOFF
受信�

開�停�閉�電源�

登録�

受信確認灯(点灯)

●  電源表示灯が点滅(緑色)します。�
　(Ａ図参照)�
●  点滅しない場合は、初期スイッチを�
　一度｢OFF｣にし、もう一度｢ON｣側に�
　します。�

補足�

●  リモコン受信器の受信確認灯｢停｣が�
　点灯(赤色)し、送信器登録が完了し�
　ます。(Ｃ図参照)

補足�

●  電源表示灯が｢点灯｣になり、受信器�
　登録が完了します。�

補足�
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20. つづき�

●  リモコン送信器を増やす場合、初期スイッチは｢ＯＮ｣の状態で登録してください。 

ポイント�

●  リモコン送信器を増やす場合、初期スイッチは絶対に動かさないでください(｢ＯＮ｣側のままで固定)。 
　｢ＯＦＦ｣にすると、登録をすべて抹消し、リモコン送信器での操作はできなくなります。 
●  受信器への登録は、必ず電源表示灯が｢点滅している１分間｣に操作してください。 

ポイント�

電動支柱のコントロールカバーをはず 
してください。 

1

リモコン受信器の近くで、登録するリ 
モコン送信器の｢停止｣ボタンを押して 
ください。(Ｂ図参照)

3

リモコン送信器の登録完了後、リモコ 
ン受信器の登録ボタンを押して登録ま 
たは電源表示灯が｢点灯｣に変わるまで 
待ってください。(Ｄ図参照)

4

はずしたコントロールカバーを取付け 
てください。ネジの締め忘れのないよ 
うに注意してください。 

5

リモコン受信器の登録ボタンを押して 
ください。(Ａ図参照)。 

2

20-2　リモコン送信器を追加するときの登録方法�

●  電源表示灯が点滅(緑色)します。 
　(Ａ図参照) 
●  リモコン送信器は､最大16個が｢登録 
　可能｣です。 

補足�

●  リモコン受信器の受信確認灯｢停｣が 
　点灯(赤色)し、送信器登録が完了し 
　ます。(Ｃ図参照)

補足�

●  電源表示灯が｢点灯｣になり、受信器 
　登録が完了します。 

補足�

Ａ図�

Ｃ図�

Ｄ図�

Ｂ図�

リモコン受信器 

リモコン受信器 
操作部 

電源 

ON

開 停 

登録 

押す 

OFF
受信 

閉 

初期スイッチ 
登録ボタン 

電源表示灯(点滅→点灯)

コントロールボックス�

電源 閉 停 

ONOFF
受信 登録 

開 

電源表示灯(点滅)

リモコン送信器 

受信器の近くで 
受信確認灯(点灯)

電源 停 開 閉 

ON
登録 

OFF
受信 

押す�

登録ボタン 

電源表示灯(点滅→点灯)
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●  電池の極性｢＋、－｣を確認の上セッ�
　トしてください。�
●  電池交換の際は、水分やほこり等が�
　入らないように注意してください。�
　また、回路部に触れぬようにご注意�
　ください。�

ポイント�

●  リモコンの到達距離が短くなったり、動作表示灯が点滅しなくなった場合は、速やかに新しい｢リチウ�
　ム電池ＣＲ2032｣に交換してください。�
●  電池寿命は、１日10回(開・閉・停いづれか１操作／回)の使用で約５年です。�

すべての登録を取り消す場合は、リモ�
コン受信器の初期スイッチを｢OFF｣側�
にしてください。�

1

リモコン送信器の裏側のネジ(２箇所)�
を精密ドライバー等ではずしてください。�
(図１参照)

1

リモコン送信器の裏側のケースをはず�
し古い電池を取り出してください。�
(図２参照)

2

新しい電池を｢＋マーク｣が見える向き�
(上側)にはめ込んでください。�
(図３参照)

3

はずしたケースを取付けてください。�
(図１参照)

4

20-3　登録取り消し方法�

20-4　電池の交換方法について�

ON

閉�

OFF

電源�開�

登録�

停�

受信�

電源表示灯(点滅)

初期スイッチ�

操作部�

リモコン受信器�

リモコン受信器�

コントロールボックス�

図３�

図２�図１�

リチウム電池�
CR2032

古い電池�

裏側ケース�

リモコン送信器裏側�

精密ドライバー(＋)

補足�
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21. 施工の確認�

22. 仕様�

扉を電動で数回開閉してください。�1

数回開閉した後、全閉の状態で接地ス�
トッパーを伸ばしＧ.Ｌ.面に軽く当た�
るように調節してください。�

2

●  モータが停止する前に、接地ストッ�
　パーがG.L.面に当らないように調節�
　してください。停止位置はあらかじ�
　め電装部内で決まっていますので、�
　電動で扉を全閉した位置が停止位置�
　になります。�
●  モータが停止する前に、接地ストッ�
　パーがG.L.面に当たると安全装置が�
　働き少し開いて停止します。�
●  接地ストッパーを伸ばしすぎたり、�
　引き込みすぎると駆動部が破壊、ま�
　たは耐久性能が低下するおそれがあ�
　ります。�

注意  

21-1　設置ストッパーの位置決め�

21-2　接地ストッパーの位置決め　※1 正規寸法で施工した場合、約90mmになります。�

接地ストッパー�

G.L.

M8×15

押え板�

90
m
m（
※
1）
�

電源支柱の電源スイッチカバーを開け電源をＯＮにしてください。�
｢19-3電動支柱 電源の入れ方｣を参照してください。�

1

電動手動切替スイッチを電動側にしてください。�
｢19-4電動で動かないときの操作方法｣を参照してください。�

2

リモコン到達距離（見通し距離）�約10m
操作方法� 押しボタンスイッチ、リモコン�

開閉時間�
オーバードア 約16秒�

モータ定格出力� 10W
消費電力（動作時平均）�8.4VA（1モータ）、16.8VA（2モータ）�
入力電圧� AC100V（50/60Hz）�

項目� 仕様�

ワイドオーバードア1モータ 約20秒�
ワイドオーバードア2モータ 約16秒�

リモコン到達距離（見通し距離）�約10m
操作方法� 押しボタンスイッチ、リモコン�

開閉時間�
オーバードア 約16秒�

モータ定格出力� 10W
消費電力（動作時平均）�8.4VA（1モータ）、16.8VA（2モータ）�
入力電圧�

AC100V仕様� ソーラー仕様・トランス仕様�

DC12V
項目� 仕様�

ワイドオーバードア1モータ 約20秒�
ワイドオーバードア2モータ 約16秒�

●  リモコン到達距離は、周囲の環境や電波障害などにより、短くなることがあります。�

注意  

取説コード�

D322
KFR574781K�

200210A＿1001�
200802K＿1001
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